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 論文審査の結果の要旨
 ビニルスズ及びアリルスズ化合物は現代有機合成化学において非常に重要である。本論文において著
 者は,初めてルイス酸触媒を用いることにより,位置及び立体選択的なC-C不飽和結合のヒドロスタンニ
 ル化反応を発見し,選択的にビニルスズ及びアリルスズ化合物を簡単に合成することに成功した。更に,
 ルイス酸一ヒドロシランを用いる新還元反応を見い出した。
 第一章では,ルイス酸であるZrCl、触媒存在下,Bu、SnHが位置及び立体選択的にアセチレンにトランス
 付加することを見い出し,Z一体のビニルスズ化合物を収率よく得ることに成功した。
 第二章では,ZrCl一触媒存在下,Bu、SnH、を用いて,位置及び立体選択的にジビニルスズ化合物を高収率
 で得ることに成功した。
 第三章では,B(C、F、),触媒によりBu、、SnHを用いて,アレンのヒドロスタンニル化反応の開発に成功した。
 本反応は位置選択的にaηff一付加で進行することを見い出している。この反応は収率よくβ一付加体ビニル
 スズ化合物を与えた。
 第四章では,pd(o)触媒存在下,Bu、S11H及びPh,SnHを用いて,アレンのヒドロスタンニル化反応を行っ
 た。高収率で位置選択的にγ一付加体アリルスズ化合物を得ることに成功した。
 第五章では,ルイス酸触媒としてB(C,、F、),を用いることにより,安価でしかも安定なBu,SnC1とEt,SiHか
 らiη5ifHでBu、SnHを発生させ,位置及び立体選択的なアルキン、アレン,アルケンのような不飽和化合物
 のヒドロスタンニル化反応が進行することを見い出した。'r∂1恰ヒドロスタンニル化付加体を高収率で得
 ることに成功した。
 第六章では,ルイス酸一ヒドロシラン系を用いることにより,一級アルコールと一級エーテルの還元
 反応を見い出し,更に,一般に還元するのが困難なカルボン酸と酸クロライドの還元反応にも成功した。
 以上,本研究は有機金属化学の分野だけでなく,広く有機合成に重要な貢献をするものであり,著者
 が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって劉建秀
 提出の論文は,博士(理学)の学位として合格と認める。
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